
「尾道の海のゆりかご（干潟･藻場）再生による里海づくり」プロジェクト(浦島漁業協同組合・尾道市共同事業) 

≪お問い合わせ先≫尾道市市民生活部環境政策課 
TEL：0848-38-9434／FAX：0848-38-9293 

E-mail：kankyo@city.onomichi.hiroshima.jp 

「 尾 道 海 属 」 × 「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ」 
        「尾道の海のゆりかご（干潟･藻場）再生による里海づくり」プロジェクト！！ 

尾道市では、令和 2年に、2050 年までに CO₂（二酸化炭素）の実質排出量をゼロにする「ゼロカーボンシティ」を

宣言しており、市民や事業者等とともに「チーム尾道」で実現に向けて取り組んでいます。その取組の一環として尾

道の干潟・藻場による CO₂の吸収量をクレジット化し、販売した収益を活用することで、里海の環境保全や水産振

興などに向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

クレジット購入のメリット 

環 境 保 全 へ の貢 献 

企業のイメージアップ 

経営資源の価値向上 

CO₂のオフセットが可能 

消費者・株主・投資家の皆様に環境配慮への取組を PR でき、企業のイメージ
の向上や ESG投資等にもつながります。 
（ESG投資：環境、社会、ガバナンス要素も考慮した投資） 

水産資源を育む場としての尾道のブランドの価値が向上し、海に関わる製品
やサービスの需要拡大が期待できます。 

クレジットの資金は、里海の干潟・藻場の保全活動や、海の環境学習・講演会
の開催などの活動に活用されます。 

事業活動など自らの活動に伴うCO2の排出量について、削減しきれないCO2

を、購入したクレジットでオフセット（埋め合わせ）することができます。 

購入したクレジットを市内イベント開催時のCO2排出量に充て、オフセットする

など、イベントへの協賛、支援として活用することができます。 

公募申込み先：ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE）（https://www.blueeconomy.jp/） 

公募方式及び期間：指定単価方式８１.１ t-CO₂〈特記事項の証書記載なし〉7/1（火）～1/30(金) 

５５,０００円/ｔ-CO２（申込数量 1t-CO2以上 0.1t-CO2単位） 

総量配分方式３０.０ t-CO₂〈特記事項の証書記載あり〉12/29（月）～2/13（金） 

購入申込 1 口あたりの金額 １１０,０００円 
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・ 本制度のクレジットは温対法や省エネ法に基づく報告には活用できません。 

ブルーカーボン・クレジットの注意点 

本制度はSDGsの実現に貢献します。 

〔クレジット購入の流れ〕 

出典：JBE（ジャパンブルーエコノミー技術研究組合）資料 

クレジット購入者や地域の方が参加した 

「アマモの種まき体験・セミナーin尾道」 


